
９月における済州島漁場の海況と漁況

に関する一,二の知見
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１ ．緒言

往年より済州島近海は秋期カジキ，サバ等の著名な漁場となることは周知のことである．

1952年９月本学実習船新潮丸（105噸,210馬力）にて当海区に於ける海洋観測並びに漁

場調査を実施した．その結果に基き当時、海況，特に沿岸水（黄海系水）と外洋水（対馬

暖流系水）との接触状況について検討を加え，且つ当時出漁していたカジキ延縄漁船の漁

況を調査し海況との関係について考察を試ゑた．

２．水温,塩分の水平分布

Fig.１は1952年９月下旬11回に亘る海洋観測点である．
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下記（３）のように上層，下屑は夫々特長のある一様な水帯であるので，中層（水深５０

ｍ）の水温と塩分との水平分布をFig.２ａ,ｂに示した．これによれば済州島の南東部に

高温（約25℃）高鹸（約33.4脇）な暖水帯(対馬暖流系水）の突出部が現われ，叉同島の

東西両側より南東方に向け比較的低温（西部約18℃，東部約23℃)，低餓（約32％）な冷



Ｓｔ、３，４，９，１０，１１，１２におけるＴ－

Ｓ曲線をFig.３に示した．

このＴ－Ｓ曲線によれば済州島漁場の

上層（０ｍ～25ｍ）は商温(約26℃）低餓

（約32.2脇）であり，下層（75ｍ以深）

は低温(16℃～19.5°Ｃ）高蛾(33.2脇～34.2

脇）である．前者は沿岸水（黄海系水）の

張出せるもので，後者は外洋水（対馬暖流

系水）の瀞入せるものであると考察され

る(1)(2)．

而して中層水帯（水深５０ｍ層）におい

ては前記両水系の接触が明らかにされる．

即ちＳｔ、９，１０，１２は高温（約25℃)，商

I低温（約20℃）低繊（約32.2脇）である．
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水帯（黄海系水）の張り出しているのが窺われる(')．

３．水塊の構成

鈍〃．』幻０Ｓｊ抑』、Ｓ瞬

Temperature-salinitydiagrams．
（St・No.３，４，９，１０，１１，１２）
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蛾（約33.5脇）であり，Ｓｔ、３，１１でば比較的低温（約20°Ｃ）低繊（約32.2脇）である．

前者は対馬暖流系水であり，後者は黄海系水（寒流）であると考えられる．叉Ｓｔ,４でば

前記両系水の混.合が相当進み，両者の中間的性状をもつ水塊を５０ｍ～75ｍ届に構成し，

上下に顕著な不連続層の現われているのが見られる(3)．

４．海水の垂直混合

垂直安定度(3X‘)により海水の混合状況を見ると垂直安定度（５）10sＥ＝dβ/dz×10s－５００を

計算して別表に示した．

この表によればいずれの測点も中層附近に安定度の非常に高い水帯が認められ，表層水

と低層水との混合は極めて困難である．即ち性質を異にする上下２水帯の存在が明らかで

前記のように上層には沿岸'性黄海系水が覆い，下層には外洋性対馬暖流系水が潜入して，

相重なっているものと考察される．叉上層水帯は極度に不安定で負になっている測点が多
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く表層水の垂直混合は極めて旺盛である．而し下屈水裕は上層程不安定でなく顕著な湧昇

流は認められない．唯ｓｔ､３丈けは安定度が負となっており，強い湧昇流の存在が窺われ

る．
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5．海況と漁況

してい〃

盛田友=Ｃ－９月における済州島漁場の海況と漁況に閥する一，この知見

Table・VerticalRtabiIity．

/忠９

９月下旬の海洋観測当時に出漁してい

た鹿児島県串木野港の漁船２１隻分の資

料くいによるカジキ，サバ，サメ類の漁場

図(註')をFig.４に示した．

これによれば33.-10'Ｎ、127,-30'Ｅ

（Ａ海区)，32.-30'Ｎ，127。-00'Ｅ（Ｂ

海区）を中心とする海区に好漁場が出現

している．且つ前者は-マカジキ〔誰:')が多

く，後者はシロカジキ《雛１１)，サメ類が多

独されている．而してＡ海区はＳｔ、３，

１１，１２Ｂ海区はＳｔ、５，４，７の附近

であり，前記のようにＳｔ、３，４，１１は

沿岸水（黄海系水）が擢頭し，叉Ｓｔ，９，

５，７，１２は外洋水（対馬暖流系水）の

影粋が優勢な部分であり，両者が同一海

え
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区に夫を混在することは両水裕の交互の出入が多く相接触する潮境であると考察される．

特にＡ（St,３，１１)，Ｂ（St､４）両海区とも漁場生物(1)の豊富な沿岸性黄海系水が中層に

まで影響しており，叉同系水と考えられる上層水椛は前記のように不安定であり，垂直混

合が旺盛である．以上のような海況の諸点はサバ，カジキ類のような中層倣泳魚類の漁場

成立に深い関係を持つものと思考される．

･産

、

註Ｌ漁蛎図…ｷ，サメ願についてば延棚漁其による操難一風の釣鯉率(鈎嬢塾×!｡o)によ
って示し，サバはカジキ延棚漁船が活餌用として一晩に釣盤した尾数によって作図した．

註Ⅱ、シロカジキルfhzγ"“”z”"“（JuRDAN＆ＨＩＬＬ）

マカジキＭｺﾙαiγα”〃s泌胸"jｊ（JoRDAN＆ＳＮｍ恥R）
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６ ．要約

済州島近海は黄海系沿岸水と対馬暖流系外洋水とが相接触し，上層には黄海系水が張り
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1８ 鹿児島大学水産学部紀要第３巻第２号

出し，下層は対馬暖流系水が潜入しており，中層附近には安定度の極めて高い不連続層が
存在する．叉上層水帯は非常に不安定で垂直混合が盛んであるが，下層水帯はそれ程不安

定でなく僅かにＳｔ､３においてのみ強い湧昇流が認められる．

而して好漁場はFig.４の漁場図に見られるように33.-10'Ｎ、127｡-30'Ｅと３２°-30′

Ｎ、127.-00'Ｅを中心とする海区に現われ，この海区は表層を覆う黄海系沿岸水が中層に

及び且つ済州島の東西両側より南東方に擬頭する部分であり，このような海区に好漁場が

形成されるように考察される．

終りにのぞみ本研究に御協力下さった高橋(淳)，江波両教官並びに海洋観測，漁場調査

の実施及びその結果の雛理を担当して下さった本学部新潮丸の航海士諸氏に対して深く感

謝の意を表する．

Ｒ６ｓｕｍｅ

Byapplyingtheoceanographicalobservationandthefishingtestinthｅｗａ‐

tersofSaisiyutoinSeptember，thefollowingresultswereobtaineｄ:－

（１）ItwasconjecturedthatthesurfacewaterfromtheYellowSeaandthe

bottomwaterfromthewarmTusimaCurreｎｔｗｅｒｅｍｉｘｅｄｉｎｔｈｅｗａｔｅｒｓｏｆＳａ‐

isiyuto，ａｎｄｔｈｅｍｉｄｄｌｅｐａｒｔｏｆｔｈａｔｗａｔｅｒｓｋｅｐｔaveryhighverticalstability．

（２）Itwasconiirmedthatthegoodfishiｎｇｇｒｏｕｎｄｓｗｅｒｅｔｏｂｅｆｏｕｎｄｉｎｔｈｅ

ｗａｔeｒｓｏｆＡ（33,-10'Ｎ､127,-30'Ｅ）ａnｄＢ（32廷30'Ｎ､127°-00'Ｅ)，andthewaters

layundertheprominentinmuenceofthecoastalwatersfromtheYellowSea．

(See・Fig.４）
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(2)

(3)

(4)
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